
（１）事業の概要等

令和 6 年度

（２）事業費

（３）業績

単位

（４）事業の評価

千円

実施計画事業
評価対象年度

活動指標
国際交流協会が実施する講座等の

年間実施回数
回

維　持（改　善） 事務事業評価による額事業の方向性

E（廃止）業務自体を無くせるか

32 31

0

R（入替・代替）手順や担当を変えられるか

C（結合）作業をまとめられるか

今後の
実施内容

市公民館の改修工事が終了したため、日本語教室は対面に戻し、にほんご体験隊も実施することと
し、通常の事業運営に戻す。

市公民館の改修工事に伴い、日本語教室がオンライン実施となったり、にほんご体験隊「NAKAMA」
が中止となったため、講座や事業の活動回数が減少した。また、毎年実施しているふれあいフェスタ
も市公民館ではなくラピオで実施したが、十分な食事場所の確保ができず、食券販売数を例年の半
数としたため、参加者数が伸びなかった。

事業の目的の
達成状況

及び
指標の

達成状況

No

No

Yes

事
業
の
実
施
状
況

S（単純化）もっと簡単にできるか

実績 29 31 31 28

目標 32 32

― 1,450

実績 589 1,098 1,417 1,112
指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

成果指標

Ｒ6 Ｒ7

国際交流協会が実施する講座や事業などへ
の年間参加者数

人
目標 ― ― ―

31

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 17,714 18,104 18,097 23,399

人件費（Ｂ） 千円 1,129 1,129 1,129 1,505

人件費 0

0.2正規職員 人 0.15 0.15 0.15

―

予算額 千円 17,560 17,344 17,329 21,894 20,530

対前年比 ％ ― 102.35% 99.96% 129.03%

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

16,585 16,975 16,968

―

計（Ａ） 16,585 16,975 16,968 21,894

21,894

国・県支出金 ― ― ―

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他 ― ― ―

0会計年度任用職員 人 0 0

小牧市の国際交流と多文化共生の推進のため、小牧市国際交流協会に対し、事業の推進と
組織の運営を行えるよう継続して支援を行う。

事業概要

小牧市国際交流協会補助金（人件費補助（専従職員4名分）＋事業費補助（協会事業費））及
び協会事業支援

事業の経緯
・

年度計画

7 目 3 大 3 中2 事業区分 その他（評価対象） 款 2 項

改善
取組内容

・運営にかかわるボランティアの意見を参考にしながら、事業の見直しをし充実を図る。
・日本語教室については、クラスごとに受講生数にばらつきがあるため、講師の方と相談しながら、クラス編成について
見直しを行うよう指導する。

令和７年度 詳細評価シート
事業番号 B1802

事務事業名 小牧市国際交流協会助成事業 事業期間 平成６年度

事
業
の
概
要
・
展
開

小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

18
展開
方向

国際交流協会は1994年11月に設立以来、ボランティアによる運営を基本とし、市の国際交流及び多文化共生を推進するため様々な事業を実施している。国際交流協会の運営は会費や寄付金及びイベント参加
費だけで賄うことができないため、市が補助金を支出するほか、協会事業の支援をしている。

令和7年度補助金支払：5月、7月、9月、12月の概算払い
協会事業支援：総会・交流パーティー（5月）及びふれあいフェスタ（1月）の人的応援、各種イベントの広報、運営委員会の出席など

～ 令和９年度以降

担当部 市民生活部 担当課・担当係 多文化共生推進室　多文化共生係

2

事業の目的・効果


